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はじめに

サブサハラ・アフリカ（以下、アフリカ）の多く

の国は多民族国家であり、複数の民族が混住する

地域がめずらしくない。異なる民族のあいだで衝

突や対立が発生し、地域社会が不安定な状態にな

ることがある。たとえば、生業の異なる先住者と

他民族の移住者のあいだで、土地をめぐって対立

関係が生み出される（加藤 2011）。また他民族の移

住者が空間的に排除され、生業活動に制約を受け

る例も報告されている（村尾 2014; Unruh et al. 
2005）。 
 一方でこれまでアフリカでは、複数の集団が接

触することによって、新しい技術や知識が生み出

され、共有されてきた（伊谷 2016）。さまざまな民

族の人びとが接触する過程で、民族ごとの生業や

文化は変容し、時代ごとに形作られていくのであ

る。

本研究では、ザンビア北西部の多民族農村にお

いて、先住するカオンデという民族と移入してき

たカオンデ以外の民族のあいだで農耕形態が混ざ

ることなく、民族ごとに生業と食文化が保持され

つづけている実態を明らかにし、その要因を考察

する。本研究で取り上げるザンビア北西部では、

複数の民族が混住しているが、これまで民族ごと

に営まれている農耕の形がひとつに収れんするこ

とはなかった。本研究では、民族ごとに継承され

てきた農耕と食文化について検討していく。

調査地の概要

調査地は、ザンビア北西部州ムフンブウェ県 S
地区である（図 1）。S 地区はバントゥー系のカオ

ンデという民族のチーフ（伝統的首長）の領域で

あり、県都ムフンブウェから約 15 km の距離に位

置している。S 地区の標高は約 1,200m、年降水量

は約 1,300 mm である。乾季と雨季は明瞭に分かれ

ており、4 月から 10 月までがまったく雨の降らな

い乾季、11 月から 3 月までが雨季である。

S 地区には 23 村あり、243 世帯 、1,320 人が幹

線道路沿いに集住している。各世帯の世帯主およ

びその配偶者 418 人の民族構成は、先住するカオ

ンデが 57 % （238 人）と半数以上を占めており、

移入者であるルンダが 23 % （94 人）、ルバレが

8 % （34 人）、チョークウェが 8 % （32 人）、ル

チャジが 4 % （18 人）となっている。いずれもミ

オンボ林で焼畑農耕を営んできた民族であり、母

系社会で夫方居住を基本としている。カオンデ以

外のルンダ、ルバレ、チョークウェ、ルチャジは、

S 地区外の農村や都市から移り住んだ人びとであ

図 1 調査地の位置 
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る。本報告ではルンダとルバレ、チョークウェ、ル

チャジの人びとをまとめて移入者とよぶ。

調査の方法

本研究で中心となるデータは、2018 年 8 月に実

施した現地調査で得たものである。民族ごとの食

文化を明らかにし、それらが継続する要因を探る

ため、主食シマと飲料ムンコーヨに対する嗜好を

調べた。S 地区に暮らす 57 人（カオンデ 27 人、

カオンデ以外 27 人）に対して、好むシマとムンコ

ーヨの材料、その理由について聞き取った。

民族ごとの農耕形態

S 地区の人びとは、主食作物としてモロコシと

キャッサバ、トウモロコシの 3 種類を組み合わせ

て栽培している（原 2016）。 ザンビア北西部では、

古くからモロコシとキャッサバが焼畑で栽培され

てきた。モロコシは、カオンデの最も重要な主食

である（大山 2011）。カオンデの人びとは、モロコ

シとトウモロコシという穀物を組み合わせて生活

してきた。

 一方でルンダとルバレ、チョークウェ、ルチャ

ジの移入者の人びとの主食は、キャッサバである

（Trapnell and Clothier 1957; Pesa 2012）。古くには

彼らがポルトガルとの交易に携わっており、その

過程においてキャッサバに接触したことが推測さ

れる（Bustin 1975）。とくにルンダは、「キャッサバ

はわたしたちのチーフである」とキャッサバを崇

めるように、自分たちとの結びつきを象徴的に語

る（Pesa 2012）。 
 ザンビアでは、植民地時代に都市や鉱山で働く

労働者が急増し、彼らの食料供給を確立する過程

でトウモロコシ栽培がひろまった（Lukanty and 
Wood 1990）。現在ではトウモロコシは、農村部の

貴重な換金作物として化学肥料を用いる半常畑で

栽培され、民間企業や農業公社に販売されている。

ザンビア政府は、小規模な耕作面積の農家が購入

する農業投入財に対して補助金を供出している

（Hara 2017）。 
S 地区に暮らすすべての世帯が、3 種類の作物を

栽培しているわけではない（表 1）。すべての世帯

がトウモロコシを栽培しているが、モロコシを栽

培するのはカオンデの世帯のみである（原 2016）。

移入者の多くがキャッサバを栽培している。カオ

ンデの世帯の半数がキャッサバを育てているが、

その規模は小さく、数畝程度を作付けしているの

みである。

主食シマと飲料ムンコーヨ

人びとは、これらの作物をシマ（nshima）と呼ば

れる主食である練り粥に調理する。シマは、トウ

モロコシやモロコシ、キャッサバなどを製粉した

デンプン粉を熱湯で練り上げて作る（写真 1）。シ

マとともに食べるおかずは、鶏肉や豚肉、ヤギ肉、

干した川魚などの動物性食材のほか、インゲンマ

メ、サツマイモの葉やキャッサバの葉などの葉菜

類である。

ザンビアの人びとは、毎食シマを食べることを

基本としており、「シマがない」ことはひもじさや

貧しさを意味する。S 地区では、カオンデの人びと

はモロコシやトウモロコシといった穀物のシマを

食べる。カオンデ以外の移入者の人びとは、おも

にキャッサバを使用し、トウモロコシと組み合わ

表 1 各世帯が栽培する作物 

世帯の民族 
モロコシ キャッサバ トウモロコシ

世帯 % 世帯 % 世帯 % 

カオンデ世帯

(61 世帯)
18 30 31 51 61 100 

カオンデ通婚

の世帯

(16 世帯)

1 6 11 69 16 100 

移住者の世帯 

(44 世帯) 
0 0 40 91 44 100 

合計 

(121 世帯) 
19 16 82 68 121 100 

出典：原（2016） 

写真 1 シマと鶏肉のおかず 
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せてシマを調理している。 
 トウモロコシとモロコシは、シマ以外にムンコ

ーヨ（munkoyo）と呼ばれる発酵飲料の材料として、

重要となっている。ムンコーヨは、ムンコーヨと

呼ばれる植物の根を利用して発酵させる飲料であ

る（写真 2）。醸造から日にちが経つと、アルコー

ル発酵がすすむため、微量にアルコールが含まれ

るようになる（成澤 2011）。しかし人びとは、酒と

しては認識しておらず、子どもから大人まで、多

くの人びとが日常的にたしなむ飲料である。 
結婚式や成人儀礼などのハレの日にふるまわれ

るが、農作業後の中食として飲まれることも多い。

ムンコーヨを飲みながら談笑することも多く、ム

ンコーヨは日常生活において欠かせない嗜好品で

ある（写真 3）。 
 
シマの好み 

 
 モロコシのシマを最も好むと答えた人は、カオ

ンデ（10 人）のみであった（図 2）。その理由とし

て、「腹持ちがとてもよい」や「おいしい」のよう

に、個人の嗜好にかかわる発言が聞かれた。また

「モロコシはカオンデの伝統的な作物だから」の

ように、民族文化とのかかわりからモロコシを好

む理由を説明した人も存在した。 
 キャッサバのシマを最も好むと回答した人は、

カオンデ以外の人びと（7 人）のみであった。理由

として、「おいしい」や「腹持ちがよい」という意

見のほか、キャッサバの弾力性を評価して「やわ

らかくて食感がよい」と話す人がいた。またカオ

ンデと同様に、みずからの民族と結びつけ、「キャ

ッサバがルンダの伝統だから」のように説明する

人が存在した。 
 多くの先行研究で説明されてきたように

（Trapnell and Clothier 1957; Crehan 1997; 大山

2011; Pesa 2012 など）、モロコシはカオンデ、キャ

ッサバはカオンデ以外の人びとが好むという傾向

が強くみられた。しかし、トウモロコシとキャッ

サバの粉を混ぜて練ったシマを最も好むと答えた

 
写真 2 ヒョウタンの容器に入れて保存するムンコー

ヨ 

 
写真 3 ムンコーヨを飲みながら談笑する人びと 

図 2 民族ごとのシマの材料の好み（N=54） 
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人が、いずれの民族においても一定数存在した。

彼らはその理由として、「ふたつを混ぜることで、

やわらかくなっておいしい」からであると説明す

る。カオンデ以外の移入者がキャッサバのシマを

好む理由として語られる通り、デンプンが多く含

まれるキャッサバでシマを調理すると、弾力のあ

る食感が生まれる。モロコシやトウモロコシとい

った穀物だけでは、キャッサバのシマのようなや

わらかい食感は生まれない。これまであまりキャ

ッサバを育ててこなかったカオンデに、キャッサ

バのやわらかい食感が好まれていることが明らか

になった。 
 
ムンコーヨの好み 
 
 おもにキャッサバを栽培してきたカオンデ以外

の移入者によれば、モロコシやトウモロコシとい

った穀物を材料に使用するムンコーヨは、「カオン

デの飲み物」であるという。この地域ではムンコ

ーヨのみならず、キャッサバを原料にした飲料や

酒を見かけることはない。カオンデ以外の人びと

にとって、ムンコーヨ自体がみずからの民族文化

にはなかったものとして認識されている。 
 カオンデの人びとの多く（18 人）が、モロコシ

のムンコーヨを最も好むと回答した（図 3）。カオ

ンデの人びとのなかで、トウモロコシのムンコー

ヨを最も好むと回答した人は少なかった。カオン

デ以外の人びとの半数以上（14 人）が、トウモロ

コシのムンコーヨを最も好むと答えた。しかしカ

オンデ以外の民族の人びとのなかでも、モロコシ

のムンコーヨを好むと答えた人が 3 分の 1 程度い

た（9 人）。 
ムンコーヨは、カオンデの各家庭で醸造される

飲料であり、とくにモロコシの収穫期を迎えたあ

と、7～9 月の農閑期につくられ、たしなまれてい

た。近年では、カオンデ以外の人びとも含めて日

常的に飲まれるようになり、地区内でムンコーヨ

が販売されるようになっている。そのため、モロ

コシを育てていないカオンデ以外の人びとも、モ

ロコシのムンコーヨを飲むことができる。 
 トウモロコシ、モロコシのいずれのムンコーヨ

を好む場合にも、「甘くておいしい」という味を評

価する理由が最も挙げられていた。また「たくさ

ん飲んでも頭が痛くならない」という理由も聞か

れた。ムンコーヨは酒ではないと捉えられている

が、大量に摂取すると、二日酔いになることが、理

解されている。 
 人びとは、みずからの味覚に合ったムンコーヨ

を好んでたしなんでいる。カオンデのみならず、

キャッサバを育てるカオンデ以外の移入者もムン

コーヨを好んでおり、ムンコーヨは民族にかかわ

らず、地域の食文化の一部となっている可能性が

明らかになった。 
 
まとめと考察 
 

 S 地区は複数の民族が混住する多民族農村であ

るが、現在まで民族ごとの農耕形態や文化が完全

に収れんすることはなく、民族それぞれの農法や

考えが受け継がれ、共存してきた。カオンデはモ

ロコシやトウモロコシを、カオンデ以外の移入者

の民族はキャッサバを栽培して暮らしている。そ

れぞれが栽培する作物は、人びとが好むシマの材

料にも反映されており、各民族で継承されてきた

主食作物を好む傾向がみられた。 
 人びとが好みのシマを選ぶ理由として、おいし

さや食感といった個人の嗜好が強く反映されてい

た。こうした背景として、民族ごとに農法が受け

図 3 民族ごとのムンコーヨの材料の好み（N=54） 

4

14

18

9

2 1
3 3

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

カオンデ カオンデ以外

トウモロコシ モロコシ そのほか

シコクビエ のまない

（N=27） （N=27）

4



        味の素食の文化センター研究成果報告書 
 
継がれ、各家庭で長く食べつづけられてきたこと

で、その食材に対して慣れや親しみ、愛着がわい

ている可能性があることが示唆される。「モロコシ

はカオンデの伝統だから」といった発言にみられ

るように、人びとはシマの材料となる主食作物と

民族を結びつけて捉えている。民族ごとに栽培さ

れている作物は、民族文化の一部として継承され

ているのである。 
 民族ごとに好む主食作物に傾向がある一方で、

カオンデのなかにはトウモロコシとキャッサバを

混ぜたシマを好む人がいた。またモロコシを栽培

しないカオンデ以外の移入者のなかにも、モロコ

シのムンコーヨを好む人がいた。受け継がれてき

た農耕や食文化が異なる民族が混住することによ

って、少しずつそれぞれの食文化が受け入れられ、

混在するようになっている。 
 作物の栽培には、経験にもとづく知識や技術が

重要となる。農耕技術とともに、食に対するこだ

わりや考えが、親から子、孫の世代へと継承され

ているのである。栽培する主食作物を転換するこ

とは容易ではない。多民族農村の S 地区では、複

数の民族による農耕と食文化が混在しており、ひ

とつに収れんしていない。さらに複数の食文化が

混在することによって、他民族が継承してきた食

をたのしむことができるのである。 
 本研究では多民族農村において、農耕や食文化

が収れんしていない実態を人びとの嗜好からみて

きた。人びとはそれぞれの民族、過程で継承され

てきた食文化を保持している。しかし本研究では、

こうした複数の食文化が共存する要因について、

十分に解明することはできなかった。各民族の食

文化史について深く調査し、これらの要因を検討

していくことを今後の課題とする。 
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